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イ
マ
ド
キ
の
改
憲

自
民
党
草
案
を
考
え
る

明
日
の
自
由
を
守
る
若
手
弁
護
士
の
会

共
同
代
表
・
黒
澤
い
つ
き ３

　

立
憲
主
義
を
土
台
に
し
た
日
本
国
憲
法

は
、「
個
人
の
尊
重
」
を
究
極
の
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
て
い
る
と
い
う
話
の
続
き
で

…
。
間
違
い
な
く
医
療
ミ
ス
が
起
き
ま

す
。
い
く
ら
国
民
に
自
由
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
も
、
他
の
人
の
生
命
・
健
康
を
害

す
。「
個
人
の
尊
重
」の
発
想
は
、

必
然
的
に
、「
個
人
の（
命
は
も
ち

ろ
ん
）自
由
や
人
権
よ
り
大
切
な

も
の
な
ん
て
こ
の
世
に
な
い
」
と

い
う
考
え
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
日
本
国
憲
法
13
条
の
後
段
を

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〈
13
条
後
段　

生
命
、
自
由
及
び

幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利

に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反

し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国

政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要

と
す
る
〉

制
約

　

人
権
が
「
公
共
の
福
祉
」
に
反

し
て
は
い
け
な
い
、
と
は
ど
う
い

う
意
味
で
し
ょ
う
か
。「
公
共
の

福
祉
」
と
は
、「
自
分
の
人
権
と

だ
れ
か
の
人
権
が
衝
突
し
た
ら
調

整
し
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
大

原
則
の
こ
と
で
す
。
命
や
人
権
よ

り
大
事
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
例
え
ば
、
国
家
は
「
秩

序
」
や
「
国
益
」
を
理
由
に
国
民

の
人
権
を
制
約
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
誰
か
の
人
権
を
制
約
で

き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
別
の
人

の
人
権
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た

時
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
私
が
あ
る
日
「
私
に
は

職
業
選
択
の
自
由
が
あ
る
か
ら
今

日
か
ら
医
者
に
な
る
」
と
宣
言
し

て
開
業
し
て
「
治
療
も
ど
き
」
を

し
始
め
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う

人
だ
け
が
医
師
に
な
れ
る
」
と
い

う
免
許
制
に
す
る
こ
と
で
、
国
民

の
生
命
・
健
康
を
守
っ
て
い
る
の

で
す
。
自
動
車
の
運
転
が
免
許
制

な
の
も
、
同
じ
理
由
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
憲
法
は
「
人
の
生
命
・

健
康
・
人
権
よ
り
も
尊
い
も
の
は

無
い
」
と
い
う
価
値
観
の
下
、
や

む
を
得
な
い
必
要
最
小
限
の
人
権

の
制
約
だ
け
許
さ
れ
る
、
と
い
う

方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。原

則

　

最
後
に
、
日
本
国
憲
法
の
三
大

原
則
と
呼
ば
れ
る
特
徴
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
１
つ
目
は
、
国
民
主
権
。

明
治
憲
法
で
は
神
で
あ
る
天
皇
が

主
権
者
で
し
た
が
、
敗
戦
を
経

て
、
日
本
国
憲
法
で
は
主
権
者
は

国
民
で
す
。
簡
単
に
い
え
ば
こ
の

国
の
最
高
権
力
者
（
こ
の
国
の
行

方
を
決
め
る
最
終
決
定
権
者
）
は

国
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
。
戦
前
の
人
権
弾
圧
の
歴
史
を

反
省
し
て
、
か
な
り
き
め
細
や
か

な
人
権
保
障
の
規
定
を
設
け
ま
し

た
。

　

そ
し
て
３
つ
目
が
、
戦
争
放
棄

（
平
和
主
義
）
で
す
。
平
和
は
、

自
由
を
行
使
す
る
前
提
で
す
。
軍

事
国
家
と
し
て
暴
走
の
果
て
に
敗

戦
を
迎
え
た
日
本
は
、
世
界
に
先

駆
け
て
戦
争
・
戦
力
を
永
久
に
放

し
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
職
業
選
択
の
自
由
に
制
約
を

か
け
、「
一
定
の
知
識
と
技
術
を
持
っ
た

棄
し
、
平
和
国
家
と
し
て
の
実
践
を
積
み

重
ね
、
国
際
社
会
で
の
信
頼
を
回
復
し
ま

し
た
。 

（
つ
づ
く
）

人権より尊いものはないという価値観

　

協
会
は
３
日
、
第
17
回
理

事
会
を
開
き
、「
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
負
担
増
」
署
名
提

出
の
国
会
要
請
行
動
を
９
月

29
日
に
行
う
こ
と
、
７
月
の

参
議
院
選
挙
で
当
選
し
た
議

員
と
懇
談
し
患
者
負
担
増
阻

止
な
ど
を
要
請
す
る
こ
と
、

診
療
報
酬
改
善
で
「
か
強

診
」
廃
止
を
求
め
て
い
く
こ

と
な
ど
を
協
議
し
、
当
面
の

運
動
対
策
を
決
め
た
。

　

「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

増
」
署
名
は
、
当
初
７
月
ま

で
と
し
て
い
た
取
り
組
み
を

臨
時
国
会
に
向
け
て
９
月
中

ま
で
と
す
る
。
署
名
ハ
ガ
キ

付
き
宣
伝
リ
ー
フ
や
ハ
ガ
キ

署
名
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
活
用
す
る
。

　

７
月
の
参
議
院
選
挙
大
阪

選
挙
区
で
当
選
し
た
議
員
、

大
阪
を
地
元
と
す
る
議
員

に
、
今
後
、
具
体
化
が
予
定

さ
れ
て
い
る
▽
受
診
毎
１
０

０
〜
５
０
０
円
の
窓
口
負
担

上
乗
せ
▽
75
歳
以
上
の
窓
口

負
担
増
▽
70
歳
以
上
の
患
者

負
担
限
度
額
を
引
き
上
げ
▽

う
が
い
薬
や
湿
布
薬
な
ど
を

公
的
保
険
外
に
す
る
│
│
な

ど
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
懇

談
を
求
め
、
大
門
実
紀
史
議

員
（
共
産
）
か
ら
応
諾
が
あ

っ
た
。
９
月
10
日
に
懇
談
す

る
。

　

診
療
報
酬
改
善
で
は
、

「
か
強
診
」
の
問
題
点
と
し

て
、
▽
診
療
内
容
と
整
合
し

な
い
施
設
基
準
を
設
け
た
た

め
に
一
物
二
価
・
三
価
が
生

ま
れ
、
な
じ
み
の
患
者
な
の

に
負
担
金
が
高
く
な
る
矛
盾

や
診
療
所
間
の
負
担
金
の
差

異
な
ど
が
生
じ
て
い
る
▽
厚

労
省
は
給
付
内
容
と
直
接
関

係
の
な
い
施
設
基
準
を
設
け

た
不
合
理
を
「
機
能
」
評
価

の
名
で
覆
い
隠
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
基
準
は
医

科
や
薬
局
に
は
な
い
▽
「
か

強
診
」
は
、
在
宅
医
療
に
誘

導
す
る
た
め
外
来
環
と
歯
援

診
の
施
設
基
準
を
抱
き
合
わ

せ
て
い
る
。
ま
た
、
安
上
が

り
の
長
期
維
持
管
理
を
進
め

る
意
図
も
持
っ
て
い
る
―
―

こ
と
か
ら
、「
か
強
診
」
は

外
来
と
在
宅
医
療
の
行
為
を

個
別
に
評
価
さ
せ
て
解
体
・

廃
止
す
る
こ
と
を
協
会
の
方

針
と
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
理
事
会
で
決

定
し
た
大
阪
府
政
、
大
阪
市

政
に
対
す
る
要
望
を
府
、
市

に
提
出
、
今
秋
以
降
に
懇
談

す
る
。

　

伊
藤
氏
は
「
う
蝕
は
減
少

し
た
の
か
」
と
問
題
を
提
起

し
、
自
院
の
臨
床
疫
学
デ
ー

タ
を
紹
介
。
過
去
15
年
間
で

若
年
者
の
う
蝕
経
験
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
40
代
半

ば
で
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
が
15
本
と
な

る
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
と
述

べ
た
。
そ
の
上
で
、
初
期
病

変
の
増
加
や
、
う
蝕
の
発
症

・
進
行
が
遅
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
▽
初
期
病
変

で
あ
れ
ば
可
逆
的
▽
患
者
の

生
活
習
慣
や
全
身
疾
患
が
関

与
す
る
―
―
こ
と
な
ど
か

ら
、「
う
蝕
治
療
は
難
し
く

な
っ
た
」
と
強
調
し
た
。

　

う
蝕
管
理
で
は
、
初
期
病

変
の
検
出
と
処
置
に
つ
い

て
、
▽ICDASscore

▽
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
▽
カ
リ
エ
ス

チ
ェ
ッ
カ
ー
―
―
な
ど
で
検

出
。
う
蝕
は
多
因
子
性
疾
患

で
あ
り
、
カ
リ
オ
グ
ラ
ム
や

唾
液
量
、
食
事
回
数
、
食
事

内
容
な
ど
を
調
べ
、
リ
ス
ク

評
価
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
述
べ
た
。

 

（
高
槻
市
・
藤
田
貴
子
）

っ
て
い
る
。
広
域
化
に
よ

り
、
繰
り
入
れ
で
き
な
く
な

れ
ば
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

減
免
制
度
は
、
既
に
広
域

化
を
睨
ん
だ
減
免
基
準
の
改

悪
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
一
部
の
市
町
村
で
既

に
給
与
全
額
差
し
押
さ
え
な

ど
の
滞
納
処
分
強
化
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
強
引
な
収
納

対
策
が
府
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
し
て
、
全
市
町
村
に
広
げ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

国
保
分
野
で
は
こ
れ
ら
の

問
題
点
の
改
善
を
求
め
る
。

国
保
広
域
化

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
都
道
府

県
単
位
の
運
営
と
さ
れ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
①
保
険
料
の

高
騰
、
②
減
免
制
度
の
後

退
、
③
滞
納
処
分
の
強
化
―

―
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
。

　

現
在
の
国
保
は
、
保
険
料

が
高
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う

多
く
の
市
町
村
が
一
般
会
計

か
ら
の
独
自
繰
り
入
れ
を
行

　

協
会
は
、
府
民
が
い
つ
で

も
安
心
し
て
歯
科
治
療
出
来

る
大
阪
を
目
指
し
て
、
毎

年
、
大
阪
府
と
交
渉
し
て
い

る
。
今
年
は
、
①
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
の
広
域
化
、

②
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
、

③
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
④

口
腔
保
険
事
業
・
歯
科
医
療

提
供
体
制
、
⑤
審
査
指
導
の

民
主
化
―
―
な
ど
を
要
望
す

る
交
渉
ポ
イ
ン
ト
を
連
載
す

る
。

第
17
回
理
事
会

患者負担増・報酬改善対策を協議

「か強診」解体・廃止求める
ブ
レ
た
自
民

　

26
日
か
ら
始
ま
る
臨
時

国
会
で
は
、
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
批

准
が
大
き
な
焦
点
と
な

る
。
し
か
し
、
政
府
は
先

の
国
会
で
は
黒
塗
り
の
文

書
を
公
開
す
る
な
ど
、
協

議
内
容
や
交
渉
過
程
を
隠

ぺ
い
し
た
ま
ま
だ
。　

　

「
ウ
ソ
つ
か
な
い
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
。
ブ
レ
な

い
」
―
―
。
自
民
党
が
前

回
の
衆
院
選
で
掲
げ
た
ポ

ス
タ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ
。
安
倍
政
権
は
、
選
挙

で
多
数
を
占
め
る
や
、
国

民
と
の
約
束
に
反
し
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
突
き
進
ん

だ
。
食
料
自
給
率
維
持
の

た
め
に
国
会
決
議
で
「
聖

域
」
と
し
た
農
産
品
重
要

５
品
目
さ

え
、
一
部
関

税
撤
廃
に
踏

み
込
む
。

　

さ
ら
に
政
府
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
よ
る
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
押
し
上
げ
効

果
の
数
字
を
操
作
。
３
・

５
兆
円
（
13
年
試
算
）
か

ら
約
14
兆
円
（
15
年
試

算
）
に
一
気
に
引
き
上
げ

た
。
生
産
性
向
上
な
ど
を

反
映
し
た
と
説
明
す
る

が
、
実
に
４
倍
も
の
急
増

ぶ
り
だ
。
と
て
も
額
面
通

り
受
け
取
れ
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
海
外
企
業
の

経
済
活
動
の
障
壁
と
な
る

国
内
の
法
律
や
条
令
、
制

度
に
も
悪
影
響
と
な
る
こ

発
注
▽
排
ガ
ス
規
制
▽
タ

バ
コ
の
健
康
被
害
の
表
示

義
務
▽
公
的
医
療
保
険
制

度
―
―
は
経
済
活
動
の
大

き
な
〝
阻
害
〞
要
因
に
な

る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
に
有
利
な
ル
ー
ル

が
、
外
圧
に
よ
っ
て
歪
め

ら
れ
る
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
る
。

　

い
ま
、
米
国
内
で
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
不
安
が
高
ま

り
、
交
渉
を
主
導
し
て
き

た
オ
バ
マ
大
統
領
の
後
継

者
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン

で
は
大
企
業
の
利
益
に
し

か
な
ら
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

国
民
の
生
活
を
脅
か
す
こ

と
に
な
る
―
―
。
そ
ん
な

不
満
や
怒
り
が
米
国
社
会

に
も
渦
巻
い
て
い
る
。

　

米
国
追
従
型
の
経
済
モ

デ
ル
が
日
本
の
貧
困
を
拡

大
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
行

き
過
ぎ
た
自
由
競
争
は
、

国
民
生
活
や
医
療
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
協

会
は
、
政
府
の
隠
ぺ
い
体

質
に
強
く
抗
議
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
懸
念
を
抱
く
幅
広
い

市
民
や
団
体
と
協
力
・
共

同
し
、
参
加
即
時
撤
回
を

求
め
て
い
く
。

を
も
た
ら
す
ば
か
り
か
、

海
外
企
業
が
規
制
撤
廃
を

求
め
て
日
本
政
府
や
自
治

体
を
相
手
に
訴
訟
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。
国
民

の
健
康
や
地
域
経
済
を
守

る
た
め
に
築
き
上
げ
て
き

た
大
切
な
ル
ー
ル
や
制
度

ト
ン
大
統
領
候
補
で
さ
え

「
反
対
」
を
表
明
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

背
景
に
あ
る
の
は
、
新
自

由
主
義
に
基
づ
く
経
済
政

策
が
極
端
な
格
差
と
貧
困

を
生
み
出
し
た
こ
と
だ
。

市
場
原
理
に
偏
っ
た
経
済

と
が
専
門
家
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
米
国
の
食
品

・
製
薬
・
保
険
会
社
な
ど

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
▽

食
品
添
加
物
や
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
の
制
限
▽
地

産
地
消
の
学
校
給
食
▽
地

元
企
業
へ
の
公
共
事
業
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
即
時
撤
回
を

三島地区

豊
富
な
デ
ー
タ
基
に

カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
学
ぶ

　

三
島
地
区
は
「
日
常
臨
床

に
活
か
す
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
８
月

27
日
、高
槻
市
内
で
開
い
た
。

講
師
を
務
め
た
伊
藤
中
氏

（
茨
木
市
開
業
、
大
阪
大
学

歯
学
部
臨
床
准
教
授
）
は
、

う
蝕
は
多
因
子
性
疾
患
で
あ

り
、「
患
者
ご
と
に
カ
リ
エ
ス

・
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
話
し
た
。

2016年2016年

大
阪
府
交
渉
の

大
阪
府
交
渉
の
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